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平成２２年９月１５日 

各      位 

                   会社名   株式会社セイクレスト 

代表者名  代表取締役 青木 勝稔 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号８９００） 

問合せ先  取締役経営管理本部長 足立 和重 

                                     電話    ０６―６２６４―７０７７ 

 

新株予約権の取得及び消却に関するお知らせ 

 
当社は、本日開催の取締役会において、平成 22 年３月 25 日に発行した第４回株式会社セイクレス

ト新株予約権（以下、「本新株予約権」という。）の取得及び消却について決議いたしましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１.本新株予約権を取得及び消却する理由 

当社は、平成 22 年３月 25日に発行した本新株予約権については、割当先の状況により行使が

進んでおらず、合同会社カナヤマに割当てた新株式が短期売却及び譲渡されている状況から、株式

が売却もしくは第三者へ株式譲渡される事態が今後発生しない様、対策として、合同会社カナヤマ

に対して割当てた本新株予約権について、新たな割当先へ譲渡していただきたい意向を伝え、今後

は長期保有を原則として株式を保有していただける先へ本新株予約権を譲渡していく方針として

おりますが、現在においても本新株予約権の譲渡先は見つかっておらず行使は見込めない状況とな

っており、株価についても行使価格を下回る状況が継続しております。 

こういった状況のもと、当社は、主幹事業である企画・販売代理事業及び開発事業並びに買取再

販事業の３つのコア事業を推進し、今後継続企業として安定した収益基盤を確立すべく邁進してお

りますが、直近の経営状況については四半期純損失を計上する等、経営環境及び資金繰り計画は依

然として厳しい状況が継続しており、当社内で新たな資金調達の手法を検討した結果、本日付「株

主割当による新株式の発行に関するお知らせ」にてお知らせのとおり、株主割当による新株式発行

を行う旨につき決議いたしました。 

株主割当により調達した資金の資金使途については、平成 22 年 9 月 10 日公表「第４回株式会社

セイクレスト新株予約権の資金計画の変更に関するお知らせ」に記載の本新株予約権の行使による

調達資金を充当する予定であった資金使途（1. 短期借入金の返済に係る資金 89,200 千円（平成 22

年 12 月）、2. 長期借入金の返済に係る資金 31,400 千円（平成 22 年 12 月）、3. 当社が保有する

リゾート地（白浜ホープヒルズ）の広告宣伝費等 22,640 千円（平成 22 年 12 月）、4. 未払債務の
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支払 34,600 千円（平成 22 年 12 月）、5. 販売用不動産の取得資金 390,897 千円（平成 23 年１月））

に充当する予定としており、当該資金は、当社の事業計画上喫緊に必要としているため、株主割当

による資金により充当することとなりました。 

これにより、本新株予約権の行使による調達資金を充当する予定の資金については株主割当に

より調達資金で充当することとなった等の理由により、本日付にて本新株予約権を額面金額の

100%で繰上償還する権利（コールオプション）を行使することとし、本新株予約権のうち残存する

新株予約権全ての取得日を平成 22 年 10 月 20 日と定め、これを取得するとともに、同日付にて会

社法第 276 条第１項に基づき、本新株予約権の全てを消却することを決議いたしました。 

株主の皆様をはじめ、関係各位の皆様方には長らくご心配とご迷惑をお掛けしておりますが、引

き続きご理解並びに力強いご支援を賜りますよう伏してお願い申し上げます。 

 

２.取得及び消却の対象となる本新株予約権 

① 新株予約権の名称  第４回株式会社セイクレスト新株予約権 

② 発行日 平成 22 年３月 25 日 

③ 割当先  合同会社カナヤマ 

④ 発行価額  金 3,000,000 円 

⑤ 発行した新株予約権の総数  60 個(新株予約権１個あたりの目的たる株式数 25,000 株) 

⑥ 行使済新株予約権の数  １個 

⑦ 取得及び消却する新株予約権の数  59 個 

⑧ 買入消却額  金 2,950,000 円 

 

３.取得及び消却日 

平成 22 年 10 月 20 日 

 

４.今後の見通しについて 

当社は、合同会社カナヤマに対して割当を行った本新株予約権について、新たな割当先へ譲渡し

ていただきたい意向を伝え、長期保有を原則として株式を保有していただける先へ本新株予約権を

譲渡していく方針とし、合同会社カナヤマによる第４回新株予約権の行使は見込めない状況となっ

ており、加えて当社は今後本新株予約権の譲渡に係る取締役会の決議を行わない方針としている等

の状況から、本件実施による当社業績等への影響はありません。 

 

以   上 


